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「最後の砦病院」として

基
本
理
念
「
高
度
な
医
療
を
や
さ
し
く
提

供
し
、
優
れ
た
医
療
人
を
育
て
る
」
の
下
、

中
四
国
の
中
心
的
な
医
療
機
関
と
し
て
、
存

在
感
を
増
す
岡
山
大
学
病
院
。
大
学
病
院
と

し
て
人
材
育
成
も
担
い
、
初
期
研
修
か
ら
一

貫
し
た
医
療
人
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
。

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
医
師
・
歯
科
医
師

や
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
（
医
療
従
事
者
）
を
輩
出

し
続
け
る
。

昨
年
４
月
、
就
任
し
た
槇
野
博
史
病
院
長

は
「
高
度
な
先
進
医
療
や
難
し
い
手
術
は
も

ち
ろ
ん
、
各
診
療
科
が
連
携
す
る
こ
と
で
他

の
医
療
機
関
で
診
断
・
治
療
が
で
き
な
か
っ

た
患
者
さ
ん
の
診
療
を
行
う
『
最
後
の
砦
病

院
』
と
し
て
役
目
を
果
た
し
た
い
」
と
力
を

込
め
る
。

槇
野
病
院
長
が
掲
げ
る
も
う
一
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
が
「

な
病

院
」。
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
医
聖
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

が
医
師
を
志
す
人
に
贈
っ
た
言
葉
「A

rt is 

long, life is short.

」（
医
術
を
修
得
す
る
に

は
長
い
年
月
を
要
す
る
が
人
生
は
短
い
も
の

な病院に―。

な
の
で
、
怠
ら
ず
に
勉
学
に
励
め
）
に
由
来

す
る
。「
医
の
知
識
、
技
術
だ
け
で
な
く
、
心

を
持
っ
た
医
療
人
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
を
込
め
た
。
心
を
備
え
て
こ
そ
本
当
の

医
療
が
で
き
る
」

４
月
に
は
、
岡
山
県
内
2
カ
所
目
と
な
る

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
全
国
の
大
学
病

院
で
初
と
な
る
頭
頸
部
が
ん
セ
ン
タ
ー
が
運

用
を
ス
タ
ー
ト
。
２
０
１
３
年
春
に
は
よ
り

高
度
な
医
療
を
提
供
で
き
る
イ
ン
フ
ラ
と
診

療
体
制
の
充
実
を
目
指
し
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

型
手
術
室
な
ど
20
の
手
術
室
を
備
え
た
総
合

診
療
棟
（
仮
称
）
を
稼
働
さ
せ
る
。

「
基
礎
研
究
の
シ
ー
ズ
を
臨
床
応
用
し
た
新

医
療
の
開
発
な
ど
、
高
い
医
療
水
準
の
維
持
・

向
上
と
い
う
大
学
病
院
の
使
命
を
果
た
し
つ

つ
、
病
病
・
病
診
連
携
等
、
地
域
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
図
り
た
い
。
医
療
人
に

も
患
者
さ
ん
に
も
や
さ
し
い
病
院
づ
く
り
を

心
掛
け
、
両
者
を
惹
き
つ
け
て
離
さ
な
い
『
マ

グ
ネ
ッ
ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
』
で
あ
り
た
い
」

岡山市北区鹿田町。43 診療科（医科

31、歯科 12）865 床。診療は月～金曜日

9 時～ 17 時（受付： 8 時半～ 15 時）。臓

器移植、小児心臓外科手術、幹細胞移植

など高度な先進医療や、遺伝子細胞治療

など先端的治療の開発では全国で最も進

んだ施設。診療科連携を生かし、臓器移

植医療センター（心臓血管外科、呼吸器

外科、肝・胆・膵外科）、内分泌センター（内

分泌内科、乳腺・内分泌外科）、周産母子

センター（産婦人科、小児科）、周術期管

理センター（麻酔科蘇生科、歯科、看護部、

薬剤部等）などさまざまなセンターを立ち

上げ、高度な医療を提供する。鳥取県三

朝町にある「三朝医療センター」は全国で

も珍しいラドン温泉を利用した治療やリハ

ビリを行っているが、深刻な医師不足から

3 月末で入院患者の受け入れを中止し、4

月 1 日以降は外来診療のみとなる。
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「
あ
な
た
の
そ
ば
に
先
進
医
療
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
岡
山
大
学
病
院
。
大

学
病
院
の
ユ
ニ
ー
ク
な
診
療
科
連
携
を
生
か
し
、
科
の
枠
を
超
え
て
共
働

す
る
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
各
科
が
患
者
に
寄
り
添
う
医
療
を
提
供
す
る
。

今
回
は
新
設
の
セ
ン
タ
ー
や
新
体
制
と
な
る
診
療
科
を
紹
介
す
る
。

高度救命救急センター▶岡山県内では川
崎医科大附属病院（倉敷市）で既に運
用されており、岡山大病院は２カ所目。
救命救急センターは岡山赤十字病院（岡
山市）津山中央病院（津山市）にもある。
2010 年中の県内救急搬送人員は７万
4,036 人で、うち救命救急センターへの
搬送は 9,527 人 (12.8％ ) だった。

頭頸部がん▶鼻、口、のど、上あご、
下あご、耳などにできるがんの総称。
治療で呼吸、食事、発声、聴覚など社
会生活を送る上で重要な機能が損なわ
れることがあり、がんの根治とともにこ
れらの機能をいかに維持し、QOL（生
活の質）の向上を図るかが大切になる。
患者数はがん全体の約３％だが、鼻、
副鼻腔、舌、咽頭など種類が多く、原
因や治療法、予後が異なるのが特徴。

総合内科専門医▶日本内科学会の認定を受
けた専門医。多臓器にわたる病気、診断に
苦慮する病気、臓器別専門科の枠外にあた
る病気などを全人的な観点で診療する。一
般・総合内科の医師として地域における「か
かりつけ医」、急性・救急医療での「初期
対応医」、大学病院などでの「専門科と連携
できる総合内科医」としての役割が求めら
れる。2011 年 11 月現在、総合内科専門医
は全国で 1 万 4,434 人、岡山県は 325 人。

マイクロサージャリー▶マイク
ロ（微小）＋サージャリー（外
科）、つまり微小外科のこと。
手 術 の 際 の 手 技 の 一 つ。 顕
微鏡あるいは拡大鏡を使って
行い、髪の毛よりはるかに細
い針糸を用いて血管やリンパ
管、神経などを縫い合わせる。
生きた組織を移植することで、
機能の維持・回復が見込める
ほか、患者の心身の負担軽減
という利点がある。

相
次
ぐ
セ
ン
タ
ー
設
立

診
療
科
も
充
実

　

昨
年
10
月
、
救
急
部
・
救

急
集
中
治
療
部
を
改
組
し
て

設
置
さ
れ
た
３
次
救
急
セ
ン

タ
ー
。
今
年
４
月
に
は
岡
山

県
か
ら
高
度
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
と
災
害
拠
点
病
院
の
指

定
を
受
け
、
本
格
運
用
を
始

め
る
。
従
来
の
平
常
時
に
お
け
る
救
急

医
療
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
規
模
災
害
時

に
は
災
害
医
療
派
遣
チ
ー
ム
D
M
A
T

（
デ
ィ
ー
マ
ッ
ト
）
の
隊
員
と
し
て
医
師

や
看
護
師
ら
の
派
遣
を
想
定
す
る
。

　

岡
山
大
学
病
院
は
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
に
、
医
師
や
看
護
師
、
薬
剤
師
ら
延

べ
約
70
人
を
派
遣
。
避
難
所
や
岩
手
県
内

の
病
院
な
ど
で
診
療
応
援
に
当
た
っ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
長
の
氏
家
良
人
教
授
は
「
被

災
地
で
の
活
動
を
通
じ
、
救
急
医
療
の
重

要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
。
こ
の
経
験
を
基

に
、
災
害
時
、
迅
速
に
活
動
で
き
る
体
制

を
築
き
た
い
」
と
い
う
。

　

重
症
熱
傷
や
四
肢
切
断
、
急
性
中
毒
な

ど
重
篤
な
患
者
を
24
時
間
体
制
で
受
け
入

れ
る
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、
救
急

科
の
医
師
11
人
と
、
循
環
器
内
科
、
整
形

外
科
、
口
腔
外
科
な
ど
９
診
療
科

か
ら
医
師
、
歯
科
医
師
各
１
人
ず

つ
が
専
従
し
、
薬
剤
師
や
臨
床
工
学
技
士

も
加
わ
る
。
病
床
は
16
床
か
ら
22
床
に
増

床
す
る
。
岡
山
市
消
防
局
や
岡
山
県
の
消

防
防
災
ヘ
リ
に
医
師
と
看
護
師
が
同
乗
、

患
者
を
治
療
し
な
が
ら
搬
送
す
る
「
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
」
の
運
用
強
化
も
目
指
す
。

　

氏
家
教
授
は
「
救
急
科
以
外
の
医
師
ら

が
加
わ
る
こ
と
で
、
よ
り
高
度
で
質
の
高

い
救
急
医
療
が
可
能
に
な
る
。
最
も
重
篤

な
患
者
に
対
応
す
る
高
度
な
救
急
医
療
に

特
化
し
た
セ
ン
タ
ー
と
し
て『
最
後
の
砦
』

の
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
地
域
の
医
療
機

関
と
協
力
し
な
が
ら
、
市
民
が
安
心
で
き

る
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
り
た

い
」
と
話
す
。

高度救命救急センター
「最後の砦」として使命果たす
大規模災害時の対応も迅速に

　

４
月
に
国
立
大
学
病
院
で
初
め
て
の
頭

頸
部
が
ん
セ
ン
タ
ー
が
始
動
す
る
。医
科
、

歯
科
、
看
護
師
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
な
ど
診

療
科
の
枠
を
超
え
た
チ
ー
ム
医
療
を
一
貫

し
て
行
う
の
が
特
徴
。
耳
鼻
咽
喉
科
、
形

成
外
科
、
脳
神
経
外
科
、
精
神
科
神
経
科
、

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
、
顎
口
腔
再
建
外
科
、

歯
科
放
射
線
科
な
ど
15
以
上
の
診
療
科
な

ど
が
携
わ
り
、
言
語
聴
覚
士
、
管
理
栄
養

士
ら
も
チ
ー
ム
に
加
わ
る
。

　
「
患
者
さ
ん
の
立
場
に
立
ち
、
患
者
さ

ん
の
生
活
を
ト
ー
タ
ル
で
サ
ポ
ー
ト
で
き

る
セ
ン
タ
ー
に
し
た
い
」。
こ
う
話
す
の

は
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
陣
頭
指
揮
を
と
る

木
股
敬
裕
教
授
。
頭
頸
部
が
ん
切
除
後
の

再
建
で
「
日
本
の
第
一
人
者
」
と
評
さ
れ

る
形
成
外
科
医
だ
。
頭
頸
部
が
ん
で
は
、

が
ん
を
切
除
後
、
手
術
で
失
わ
れ
た
部
位

に
腕
や
背
中
、
太
も
も
な
ど
の
組
織
を
移

植
し
て
再
建
し
、
機
能
維
持
を
図
る
。
マ

イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
と
呼
ば
れ
る
繊
細

な
技
術
を
用
い
、
血
管
の
つ
い
た
皮
膚
、

脂
肪
、
筋
肉
、
骨
、
神
経
な
ど
の
組
織
を

移
植
し
、
失
っ
た
部
位
を
作
り
直
す
。
こ

の
技
術
を
使
え
ば
、
０
・
５
ミ
リ
以
下
の

血
管
も
縫
い
合
わ
せ
る

こ
と
が
可
能
と
い
う
。

「
再
建
の
方
法
は
一
人
一

人
違
う
。
残
っ
た
組
織

の
機
能
を
最
大
限
に
生

か
す
よ
う
心
掛
け
て
い

る
」
と
木
股
教
授
。

　

セ
ン
タ
ー
窓
口
は
耳

鼻
咽
喉
科
の
外
来
に
開

設
。
診
療
日
の
火
、
水
、

金
曜
日
に
は
関
係
診
療

科
の
医
師
・
歯
科
医
師

ら
が
常
時
待
機
す
る
。「
が
ん
が
治
っ
て

も
、
機
能
や
容
姿
で
苦
し
む
患
者
さ
ん
も

多
い
。
そ
う
し
た
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も

救
い
と
な
る
セ
ン
タ
ー
に
し
た
い
」

頭頸部がんセンター
医・歯科が連携強化
QOL向上を期待

　
「
頭
痛
は
あ
り
ま
す
か
？
」「
胸
焼
け

は
？
」「
倦
怠
感
は
？
」
―
。
丁
寧
に
問

診
し
、
患
者
の
訴
え
に
耳
を
傾
け
る
。
総

合
内
科
は
、
紹
介
状
の
な
い
患
者
や
、
対

応
す
る
診
療
科
が
分
か
ら
な
か
っ
た
り
、

複
数
の
診
療
科
に
ま
た
が
る
患
者
を
受
け

入
れ
る
。
患
者
の
主
訴
な
ど
か
ら
、
専
門

医
に
よ
る
治
療
の
必
要
性
を
見
極
め
る
。

　
「
専
門
科
と
連
携
で
き
る
総
合
内
科
医

（
総
合
内
科
専
門
医
）
と
し
て
、
チ
ー
ム

医
療
の
総
合
的
な
担
い
手
に
な
り
た
い
。

地
域
の
患
者
さ
ん
が
大
学
病
院
の
門
を
た

た
く
ま
で
の
時
間
を
で
き
る
だ
け
短
く

し
、
ス
ム
ー
ズ
に
先
進
医
療
に
結
び
つ
け

ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
た
い
」
と
４

月
に
総
合
内
科
長
（
教
授
）
に
着
任
す
る

大
塚
文
男
准
教
授
。

　

大
塚
准
教
授
が
ま
ず
目
指
す
の
は
「
総

合
内
科
―
地
域
連
携
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
。

地
域
医
療
連
携
室
を
中
心
に
、
紹
介
・
逆

紹
介
を
含
め
た
患
者
情
報
の
円
滑
な
や
り

と
り
、
大
学
病
院
と
紹
介
元
の
医
師
間
の

連
携
を
強
化
し
た
上
で
、
地
域
医
療
に
お

け
る
教
育
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
機
能
も
整

え
る
。「
地
域
の
病
院
や
開
業
医
と
顔
の

見
え
る
関
係
を
築
き
、
困
っ
た
と
き
に
頼

れ
る
科
で
あ
り
た
い
。
敷
居
が
高
い
と
言

わ
れ
が
ち
な
大
学
病
院
を
本
当
の
意
味
で

『
あ
な
た
の
そ
ば
に
』
近
づ
け
た
い
」
と

い
う
。

　

総
合
内
科
の
外
来
診
療
は
月
～
金
曜
日

の
９
～
12
時
、
13
～
16
時
は
予
約
の
み
。

上
級
医
と
と
も
に
卒

後
の
内
科
研
修
医
が

診
療
に
加
わ
る
こ
と

も
あ
る
。

総合内科
総合力と専門性のハブに

地域連携の窓口

　

い
わ
ゆ
る「
小
児
の
一
般
外
科
」

を
担
う
小
児
外
科
。
昨
年
11
月
、

野
田
卓
男
准
教
授
が
診
療
科
長
に

着
任
し
、
お
よ
そ
10
年
ぶ
り
に
小

児
外
科
専
門
医
に
よ
る
本
格
的
な

診
療
を
再
開
し
た
。
全
国
的
に
も

小
児
外
科
専
門
医
（
２
０
１
１
年

８
月
現
在
、
５
８
１
人
）
は
少
な
く
、
患

者
や
保
護
者
か
ら
再
開
を
望
む
強
い
声
が

あ
っ
た
。

　
「
小
児
外
科
で
扱
う
病
気
は
先
天
性
の

ケ
ー
ス
が
多
い
。
原
則
、
新
生
児
か
ら
中

学
生
ま
で
を
対
象
と
す
る
が
、
こ
ど
も

の
一
生
は
長
く
、
術
後
の
長
期
的
な
フ
ォ

ロ
ー
が
欠
か
せ
な
い
。
大
人
に
な
る
ま

で
付
き
合
う
患
者
さ
ん
も
多
い
で
す
よ
」。

医
学
生
時
代
に
実
習
し
た
新
生
児
医
療
の

現
場
が
小
児
外
科
医
を
志
す
原
点
に
な
っ

た
と
い
う
野
田
准
教
授
。
常
に
こ
ど
も
目

線
を
心
掛
け
る
。

　

対
象
と
な
る
病
気
は
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
、

腸
閉
鎖
症
、
先
天
性
胆
道
拡
張
症
、
急
性

虫
垂
炎
、
気
管
・
気
管
支
狭
窄
、
停
留
精

巣
、
神
経
芽
腫
な
ど
手
術
を
必
要
と
す
る

消
化
器
、
呼
吸
器
、
泌
尿
生
殖
器
の
病
気
。

　

治
療
の
モ
ッ
ト
ー
は
＂
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
残
さ
な
い
外

科
治
療
の
実
践
〟。
低
侵
襲
な

術
式
を
採
用
し
、
内
視
鏡
の
も

と
で
の
手
術
も
積
極
的
に
行

う
。
新
生
児
・
未
熟
児
や
泌
尿

器
系
疾
患
の
手
術
に
は
マ
イ
ク

ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
技
術
を
取
り

入
れ
る
。「
メ
ス
で
治
せ
る
の

が
一
番
だ
が
、
内
科
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
や
術
後
の
排
泄
管
理
な
ど
が
必
要

な
場
合
も
あ
る
。
患
者
さ
ん
が
よ
り
生
活

し
や
す
い
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し

て
い
る
」

　

外
来
診
療
は
火
、
水
曜
日
。
専
門
医
２

人
が
診
療
す
る
。
た
だ
し
、
緊
急
の
場
合

は
適
宜
対
応
す
る
。

小児外科
こども目線で手術
10年ぶり本格診療再開
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